
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）札幌市子ども・子育て支援事業計画 策定方針 

さっぽろ子ども未来プラン（後期計画）の評価（資料２参照） 

概ね計画通りに事業を実施することで、後期計画は一定の成果を生んでいるものと評価できます。そこ

で、課題を再整理することで、成果が上昇していない施策はもとより、成果が上昇している施策について

も、さらに充実を図っていく必要があると考えます。 

■札幌市まちづく戦略ビジョン（→概要版参照） 

札幌市のまちづくりに関する最上位計画。計画期間は 25～34年度の 10年間。

まちづくりの基本指針を示した「ビジョン編」と、行政が優先的・集中的に取り組む

ことを示した「戦略編」に分かれる。 

『基本理念』 

・札幌の未来をつなぐ子どもたちのために 

『子ども・若者に関する基本目標』 

・安心して子どもを生み育てられるまちにします。 

・将来を担う子どもの成長と自立を支えるまちにします。 

・若者が社会的に自立し活躍できるまちにします。 

■国の基本指針 

 子ども・子育て支援事業計画への記載事項が整理。 

【必須記載事項】 

①教育・保育提供区域の設定（※札幌市においては行政区を設定） 

②学校教育・保育の量の見込み、提供体制の確保内容及び実施時期 

③地域子ども・子育て支援事業の量の見込み、提供体制の確保内容及び実施

時期 

④学校教育・保育の推進体制の確保（保幼小の連携など） 

【任意記載事項】（※札幌市おいては全て記載予定） 

①産休・育休明けの保育利用の確保 

②都道府県が行う施策との連携 

（児童虐待防止、ひとり親家庭の自立支援、障がい児などへの支援） 

③職業生活と家庭生活の両立 

■札幌市子ども・子育て支援ニーズ調査 

 25年 11月実施。就学前児童 15,000人の保護者を対象。子育て家庭の現状

や今後の保育など子育て支援のニーズに関する事項などを聴取。 

■その他の意見聴取 

ワークショップの開催や子どもからの意見聴取など。 

計画の方針  

○さっぽろ子ども未来プラン（後期計画）の評価に加え、ニーズ調査の結果を反映することで札

幌市の現状と課題を整理する。 

○利用者ニーズ・まちづくり戦略ビジョン・国の指針を勘案して、札幌市子ども・子育て支援事

業計画の施策体系（基本理念・基本目標・基本施策など）を確定する。 
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第３回子ども・子育て会議（26年３月開催予定） 

 事務局案をもとに施策体系に関する協議を行う。 

施策体系をもとに計画に掲

載する取組内容の検討 

資料３ 


